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今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し 今期状況 見 通 し

△ 22 △ 39 △ 23 △ 27 △ 70 △ 60 △ 53 △ 47 △ 26 △ 35

△ 44 △ 44 △ 32 △ 29 △ 50 △ 60 △ 56 △ 53 △ 43 △ 30

△ 28 △ 22 △ 29 △ 21 △ 40 △ 30 △ 53 △ 53 △ 22 △ 26

△ 39 △ 39 △ 16 △ 20 △ 40 △ 50 △ 58 △ 56 △ 35 △ 35

１位

２位

３位

景気が低迷する中、全業種においてますます競争が激化している。ＤＩ値（好転と回答した数から、悪化と回答した
数を引いた値）はほとんどの業種において引き続きマイナスで推移している。しかし、建設業、製造業のDI値のマイ
ナス値は減少傾向にある。経営上の問題点としては、小売業が「他地域への流出」、その他の業種は「需要の停滞」
と回答している。今後、経営資源の開発、自社自店の”強み”をさらに活かした経営が望まれる。

経営上の当面
する問題点

採　　算

資金繰り

業　　況

１．    景気動向

建　設　業 製　造　業 卸　売　業 小　売　業 サービス業

売 上 高

販売単価の低下・上昇
難

民間需要の停滞

官公需要の停滞
製品ニーズの変化への
対応

製品（加工）単価の低
下・上昇難

大企業の進出による競
争の激化

需要の停滞需要の停滞

請負単価の低下・上昇
難

利用者ニーズの変化へ
の対応

購買力の他地域への流
出

大型店・中型店の進出
による競争の激化

需要の停滞

需要の停滞

利用料金の低下・上昇
難

冷夏による消費購買意
欲の減退等により、今
期は依然低迷を続けて
いるものの、年末商戦
をひかえて売上、採
算、業況について来期
は好転の見通しであ
る。しかし、需要の停
滞に加えて消費者ニー
ズの変化への対応や購
買力の他地域への流出
などを経営上の問題点
として挙げており、自
店の顧客に対して品揃
えの充実や商品ＰＲな
ど、どれだけ顧客満足
度を追求できるかが今
後の課題である。

消費者活動に活発な動
きが見られない為、６
月調査時に引き続き売
上が伸び悩んでいる。
秋の行楽シーズンで加
茂山周辺をはじめ行楽
客等の流れはあるもの
の、飲食店等では売上
増に結びつかない。
新・忘年会を控えてい
ても、経営上の問題点
にもあるとおり、利用
料金の単価引き下げに
対応せざるを得ない
為、厳しい声が寄せら
れ て い る 。

まあまあ（0≦DI<25） 不振（△25≦DI<0）

調査項目の中で、売上
が悪化・減少と回答し
た企業が、全回答の、
８０％を占めており、
他の業種と比較しても
厳しい状況にある。需
要の停滞と販売単価の
低下・上昇難が、業種
を問わず大きな問題点
となっており、来期の
見通しもさらに悪化す
るものと予想される。

＊表中の天気図はＤ・Ｉを以下のように分類したものです。

　当所では分析にあたってＤ・Ｉ（好転したとする企業割合から悪化したとする企業割合を差し引いた値）を採用しました。

全体的にマイナスＤＩ
値の割合が減少してお
り、業況はやや上向き
つつある。しかしなが
ら、問題点の上位に製
品（加工）単価の低
下・上昇難がきている
ところから、採算面で
は逆に厳しい状況と
なっているようだ。ま
た、設備投資を行う企
業割合が増加している
が、企業間での格差が
あり、必ずしも業界全
体が上向きとはいえな
い状況が続いている。

６月調査時に比べ、売
上、採算等が好転・増
加と回答した企業がや
や増加した。経営上の
問題点としては、第１
位は民間需要の停滞、
第２位が請負単価の低
下・上昇難となってい
てる。売上・利益が増
加した企業も多少ある
が、経営は依然として
厳しい状況が続いてい
る。

とくに好調（50≦ＤＩ） 好調（25≦DI<50）  きわめて不振（DI<△25）
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